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　組
合
広
報
紙
に
た
く
さ
ん
の

ご
意
見
・
感
想
を
い
た
だ
き
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

◇
「
笑
顔
で
農
業
」
後
継
者
と

し
て
若
者
が
頑
張
っ
て
い
る
姿

と
て
も
力
強
く
感
動
し
ま
す
。

（
74
歳
・
男
性
）

◇
実
家
は
農
家
。
甥
っ
子
が
後

継
者
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
55
歳
・
女
性
）

◇
「
わ
が
家
の
宝
物
」
５
人
の

写
真
の
笑
顔
が
輝
い
て
い
て
、

す
て
き
な
ご
家
族
で
あ
る
こ
と

が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

（
65
歳
・
女
性
）

◇
台
風
時
の
ハ
ウ
ス
対
策
は
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

（
64
歳
・
男
性
）

◇
後
継
者
が
い
な
く
て
大
変
な

家
が
多
い
中
、
い
っ
し
ょ
に
仕

事
で
き
る
の
は
幸
福
な
こ
と
で

す
ね
（
83
歳
・
女
性
）

◇
「
の
い
ち
ご
は
ん
」
時
々
ウ

チ
で
も
作
っ
て
ま
す
！
さ
つ
ま

い
も
も
入
れ
て
み
よ
う
っ
と
！

（
40
歳
・
女
性
）

◇
表
紙
の
風
景
写
真
が
見
事
で

す
。
ま
さ
に
「
水
車
の
里
」
で

す
ね
。
（
79
歳
・
女
性
）

【
表
紙
写
真
】
大
豊
町
の
穴

内
川
や
吉
野
川
（
町
内
９
地

区
）
で
は
、
旧
暦
の
７
月
16

日
な
ど
に
「
施
餓
鬼
舟
」
と

呼
ば
れ
る
大
規
模
な
灯
籠
流

し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
写

真
は
穴
内
地
区
）
。

　
長
さ
７
〜
８
ｍ
、
幅
２
〜

４
ｍ
位
の
舟
形
の
中
央
に
10

ｍ
ほ
ど
の
笹
竹
を
た
て
、
そ

の
竹
と
舟
の
周
囲
に
２
０
０

個
以
上
も
の
提
灯
を
吊
し
て

火
を
灯
し
、
川
に
流
す
「
施

餓
鬼
舟
」
は
、
町
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

山
本
　
　
迪
（
越
知
町
）

穂
岐
山
　
準
（
南
国
市
）

佐
伯
　
満
子
（
須
崎
市
）

吉
川
　
夏
恵
（
本
山
町
）

小
串
　
圭
子
（
香
南
市
）

藤
倉
　
幸
子
（
四
万
十
市
）

片
岡
　
芳
子
（
津
野
町
）

細
松
　
末
子
（
室
戸
市
）

柳
生
か
お
り
（
香
美
市
）

川
島
八
千
恵
（
宿
毛
市
）

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

「
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
カ
レ
ー
」

を
お
送
り
し
ま
し
た
。



② 土佐天空の郷
　　　（本山町）

　全国的にもブランド米での地域おこしなどが行われていますが、高
知県でもコメの「ブランド化」に取り組んでいる方々がいます。
　今回は、「実りの秋」にちなみ、美味しい県産ブランド米を紹介しま
すので、ブランド米で「食欲の秋」を満喫してみませんか。

　全国的にもブランド米での地域おこしなどが行われていますが、高
知県でもコメの「ブランド化」に取り組んでいる方々がいます。
　今回は、「実りの秋」にちなみ、美味しい県産ブランド米を紹介しま
すので、ブランド米で「食欲の秋」を満喫してみませんか。
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④ 霧の雫米
（四万十町影野地区）

③ 土佐岩戸米
　（土佐市岩戸地区）

⑤ あしずり黒潮米
　　（土佐清水市） ① 黒見のダイヤモンド

　（室戸市羽根町黒見地区）
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45

ＮＯＳＡＩインフォメーション

　
家
畜
共
済
加
入
者
は
、
次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
た
場
合
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
通
知
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
お
近
く
の
支

所
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
①
家
畜
を
売
っ
た
と
き
、
②
家
畜
を
買
っ
た
と

き
、
③
家
畜
が
死
ん
だ
と
き
、
④
家
畜
が
生
ま
れ

た
と
き
、
⑤
家
畜
が
加
入
月
齢
（※

出
生
後
６
カ

月
目
に
達
し
た
と
き
を
い
い
ま
す
）
に
達
し
た
と

き　
ま
た
、
家
畜
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
死

亡
又
は
廃
用
と
な
っ
た
と
き
に
も
必
ず
通
知
を
お

願
い
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
通
知
が
な
か
っ
た
場
合
、

正
し
い
共
済
金
が
計
算
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
２
月
か
ら
建
物
共
済
加
入
者
へ
の
証
券
を

封
書
で
の
お
届
け
か
ら
ハ
ガ
キ
で
の
お
届
け
に
変

更
し
て
い
ま
す
（※

契
約
棟
数
が
多
い
一
部
の
加

入
者
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
封
書
で
届
け
て
い

ま
す
）
。

　
ハ
ガ
キ
で
の
お
届
け
の
場
合
、
宛
名
面
に
「
建

物
共
済
証
券
在
中
」
と
明
記
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
手
元
に
届
い
た
と
き
に
、
必
ず
内
容
を
ご
確
認

い
た
だ
き
、
大
切
に
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
す
べ
て
の
事
業
に
お
い
て
、

共
済
掛
金
等
を
「
口
座
振
替
」
で
納
入
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農機具
　譲ります！ 
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わが家
の
宝物

r e c i p e

食べてみんかえ

オ
ム
ラ
イ
ス
街
道
（
日
高
村
）

笑顔で

農業

香南市

津野町
明神 正和さん
久美恵さん

　
高
知
市
か
ら
意
外
と
近
い
日
高

村
は
、
２
０
１
４
年
４
月
に
「
オ

ム
ラ
イ
ス
街
道
宣
言
」
を
し
て
、

糖
度
７
以
上
の
お
い
し
さ
を
保
証

す
る
こ
と
が
で
き
る
特
産
『
シ
ュ

ガ
ー
ト
マ
ト
』
を
使
っ
た
お
い
し

い
オ
ム
ラ
イ
ス
が
食
べ
ら
れ
る
、

幸
せ
な
村
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
道
33
号
を
中
心
に
村
内
の
11

店
舗
が
特
産
の
シ
ュ
ガ
ー
ト
マ
ト

を
共
通
素
材
と
し
て
、
個
性
溢
れ

る
自
慢
の
オ
ム
ラ
イ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
「
若
者
が
地
元
に
少
な
く
な
っ
て
、

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
が
い
な
い
集
落
も

増
え
て
い
る
が
、
自
分
は
孫
が
い
っ
ぱ

い
近
く
に
い
て
幸
せ
で
す
」
と
話
す
正

和
さ
ん
は
、
ハ
ウ
ス
ミ
ョ
ウ
ガ
15
㌃
と

水
稲
30
㌃
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
息
子
さ
ん
夫
婦
も
隣
の
集
落
に
住
ん

で
い
て
、
娘
婿
の
高
橋
さ
ん
も
ハ
ウ
ス

が
隣
に
あ
り
、
ミ
ョ
ウ
ガ
の
出
荷
作
業

も
一
緒
に
し
て
い
る
た
め
、
お
孫
さ
ん

に
は
い
つ
で
も
会
え
ま
す
。

　
「
縄
跳
び
が
上
手
に
な
り
た
い
き
、

　
香
南
市
吉
川
町
で
小
夏
20
㌃
、
ハ

ウ
ス
ミ
カ
ン
80
㌃
を
栽
培
し
て
い
る

野
村
高
志
さ
ん
、
京
子
さ
ん
、
英
希

さ
ん
一
家
。

　
英
希
さ
ん
は
、
学
校
卒
業
後
、
岡

山
県
の
ブ
ド
ウ
農
家
で
１
年
間
の
研

修
を
経
て
故
郷
に
戻
り
、
家
族
と
ミ

カ
ン
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
就
農
し

て
14
年
の
現
在
は
、
青
年
農
業
士
と

し
て
も
活
躍
中
で
す
。

　
「
父
の
作
業
を
い
つ
も
見
て
い
る

の
で
技
術
的
な
こ
と
は
一
通
り
マ
ス

タ
ー
し
ま
し
た
。
小
夏
、
ハ
ウ
ス
ミ

カ
ン
だ
け
で
な
く
、
昨
年
か
ら
グ

レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
の
苗
木
50
本
を
栽

培
し
、
経
営
の
基
盤
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
」
と
英
希
さ
ん
。

　
高
志
さ
ん
は
「
共
通
の
作
業
を
連

帯
感
を
持
っ
て
行
う
農
業
は
収
穫
時

期
、
剪
定
時
期
が
大
変
忙
し
い
で
す

が
、
今
は
日
曜
日
を
定
休
日
に
し
て

い
ま
す
。
近
い
う
ち
に
息
子
に
経
営

も
任
せ
て
い
き
た
い
。
あ
と
は
家
族

を
大
切
に
さ
ら
に
仲
間
を
多
く
持
つ

こ
と
が
大
事
。
息
子
に
力
を
貸
し
て

あ
げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
家
族
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
、

笑
い
の
あ
る
楽
し
い
農
業
を
続
け
て

い
き
た
い
。
息
子
が
立
派
に
成
長

し
、
た
く
ま
し
く
感
じ
ま
す
」
と
京

子
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

い
っ
ぱ
い
練
習
し
ゆ
う
が
」
と
元
気
よ

く
話
す
笑
心
（
え
こ
）
ち
ゃ
ん
は
、
子

供
向
け
の
Ｔ
Ｖ
番
組
「
す
す
め
！
キ
ッ

チ
ン
戦
隊
ク
ッ
ク
ル
ン
」
が
大
好
き
で

マ
ネ
を
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
未
空

（
み
く
）
ち
ゃ
ん
は
来
年
の
小
学
校
入

学
を
楽
し
み
に
し
て
い
て
「
お
友
達
と

鉄
棒
し
た
り
、
勉
強
を
頑
張
り
た
い
」

と
は
に
か
み
な
が
ら
話
し
ま
す
。
声
の

大
き
な
元
気
者
の
伶
（
れ
い
）
ち
ゃ
ん

は
、
「
好
き
な
食
べ
物
は
イ
チ
ゴ
。
お

絵
か
き
で
ア
ン
パ
ン
マ
ン
を
か
く
の
が

好
き
」
と
に
っ
こ
り
。
永
馬
（
え
い

ま
）
く
ん
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
、
い
つ
も
正
和
さ

ん
の
後
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。

　
「
孫
が
小
さ
い
の
で
目
が
離
せ
な
い

が
、
み
ん
な
が
健
康
で
元
気
に
育
っ
て

ほ
し
い
」
と
久
美
恵
さ
ん
は
優
し
く
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
安
芸
市
や
北
川
村
な
ど
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
「
ミ
ョ
ウ
ガ
」
。
安
芸
市

の
清
遠
み
か
さ
ん
（
51
）
は
、
夫
の

克
世
さ
ん
（
53
）
と
ハ
ウ
ス
57
㌃
で

20
年
以
上
栽
培
し
て
い
ま
す
。
10
年

ほ
ど
前
に
土
耕
か
ら
水
耕
栽
培
に
替

え
、
消
毒
を
減
ら
し
天
敵
栽
培
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
「
試
行
錯
誤

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
安

全
安
心
な
ミ
ョ
ウ
ガ
を
作
っ
て
い
き

ま
す
」
と
清
遠
さ
ん
。

　
ミ
ョ
ウ
ガ
の
香
り
成
分
に
は
食
欲

増
進
、
消
化
促
進
な
ど
の
効
果
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
簡
単
レ
シ
ピ
で
若
い
方
に
も
作
っ

て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と

　
こ
れ
ぞ
オ
ム
ラ
イ
ス
！
と
い
う

王
道
オ
ム
ラ
イ
ス
を
は
じ
め
、
和

風
、
カ
レ
ー
、
お
箸
で
食
べ
る
オ

ム
御
膳
な
ど
創
意
工
夫
さ
れ
た
オ

ム
ラ
イ
ス
の
他
、
今
年
５
月
に
開

催
さ
れ
た
オ
ム
ラ
イ
ス
日
本
一
を

決
め
る
カ
ゴ
メ
オ
ム
ラ
イ
ス
ス
タ

ジ
ア
ム
で
見
事
「
準
グ
ラ
ン
プ

リ
」
と
「
ふ
る
さ
と
賞
」
の
Ｗ
受

賞
に
輝
い
た
オ
ム
ラ
イ
ス
な
ど
が

楽
し
め
ま
す
。

　
オ
ム
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
各
店
の

ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、
押
印
数

に
よ
っ
て
３
百
円
〜
２
千
円
分
の

特
典
が
受
け
ら
れ
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
来
年
の
３
月
27
日
ま
で
実

施
中
。
完
全
制
覇
を
目
指
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
、
土
佐
あ
き
農

協
考
案
の
『
ナ
ス
と
ミ
ョ
ウ
ガ
の
パ
ス

タ
』。

　
ほ
か
に
「
甘
酢
漬
け
や
肉
巻
き
フ
ラ

イ
も
お
い
し
い
で
す
よ
」
と
色
々
な
料

理
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

野村 高志さん（67）
京子さん（65）
英希さん（33）
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香南市

津野町
明神 正和さん
久美恵さん
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０
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４
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ム
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イ
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７
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す
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シ
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れ
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。
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近
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落
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。
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縄
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村
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英
希

さ
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家
。
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希
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卒
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後
、
岡
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研

修
を
経
て
故
郷
に
戻
り
、
家
族
と
ミ

カ
ン
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
就
農
し

て
14
年
の
現
在
は
、
青
年
農
業
士
と

し
て
も
活
躍
中
で
す
。

　
「
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る
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こ
と
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通
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し
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だ
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。
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収
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近
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仲
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。
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京
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習
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ゆ
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」
と
元
気
よ
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え
こ
）
ち
ゃ
ん
は
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子

供
向
け
の
Ｔ
Ｖ
番
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「
す
す
め
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キ
ッ

チ
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ク
ッ
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ル
ン
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好
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友
達
と

鉄
棒
し
た
り
、
勉
強
を
頑
張
り
た
い
」

と
は
に
か
み
な
が
ら
話
し
ま
す
。
声
の

大
き
な
元
気
者
の
伶
（
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。
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パ
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マ
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。
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パ
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マ
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追
い
か
け
て
い
ま
す
。
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。
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ョ
ウ
ガ
」
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。
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。
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。
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オ
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膳
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イ
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５
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催
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ム
ラ
イ
ス
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ム
ラ
イ
ス
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タ
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ア
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Ｗ
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。

　
オ
ム
ラ
イ
ス
を
食
べ
て
各
店
の

ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、
押
印
数

に
よ
っ
て
３
百
円
〜
２
千
円
分
の

特
典
が
受
け
ら
れ
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
も
来
年
の
３
月
27
日
ま
で
実

施
中
。
完
全
制
覇
を
目
指
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
、
土
佐
あ
き
農

協
考
案
の
『
ナ
ス
と
ミ
ョ
ウ
ガ
の
パ
ス

タ
』。

　
ほ
か
に
「
甘
酢
漬
け
や
肉
巻
き
フ
ラ

イ
も
お
い
し
い
で
す
よ
」
と
色
々
な
料

理
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

野村 高志さん（67）
京子さん（65）
英希さん（33）

67



NOSAI
高知 2015

秋号
第６号

「施餓鬼舟 」（大豊町）

CONTENTS
● 高知県産ブランド米
● 電気さくの使用注意について　等   

　組
合
広
報
紙
に
た
く
さ
ん
の

ご
意
見
・
感
想
を
い
た
だ
き
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

◇
「
笑
顔
で
農
業
」
後
継
者
と

し
て
若
者
が
頑
張
っ
て
い
る
姿

と
て
も
力
強
く
感
動
し
ま
す
。

（
74
歳
・
男
性
）

◇
実
家
は
農
家
。
甥
っ
子
が
後

継
者
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
55
歳
・
女
性
）

◇
「
わ
が
家
の
宝
物
」
５
人
の

写
真
の
笑
顔
が
輝
い
て
い
て
、

す
て
き
な
ご
家
族
で
あ
る
こ
と

が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

（
65
歳
・
女
性
）

◇
台
風
時
の
ハ
ウ
ス
対
策
は
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。

（
64
歳
・
男
性
）

◇
後
継
者
が
い
な
く
て
大
変
な

家
が
多
い
中
、
い
っ
し
ょ
に
仕

事
で
き
る
の
は
幸
福
な
こ
と
で

す
ね
（
83
歳
・
女
性
）

◇
「
の
い
ち
ご
は
ん
」
時
々
ウ

チ
で
も
作
っ
て
ま
す
！
さ
つ
ま

い
も
も
入
れ
て
み
よ
う
っ
と
！

（
40
歳
・
女
性
）

◇
表
紙
の
風
景
写
真
が
見
事
で

す
。
ま
さ
に
「
水
車
の
里
」
で

す
ね
。
（
79
歳
・
女
性
）

【
表
紙
写
真
】
大
豊
町
の
穴

内
川
や
吉
野
川
（
町
内
９
地

区
）
で
は
、
旧
暦
の
７
月
16

日
な
ど
に
「
施
餓
鬼
舟
」
と

呼
ば
れ
る
大
規
模
な
灯
籠
流

し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
（
写

真
は
穴
内
地
区
）
。

　
長
さ
７
〜
８
ｍ
、
幅
２
〜

４
ｍ
位
の
舟
形
の
中
央
に
10

ｍ
ほ
ど
の
笹
竹
を
た
て
、
そ

の
竹
と
舟
の
周
囲
に
２
０
０

個
以
上
も
の
提
灯
を
吊
し
て

火
を
灯
し
、
川
に
流
す
「
施

餓
鬼
舟
」
は
、
町
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

山
本
　
　
迪
（
越
知
町
）

穂
岐
山
　
準
（
南
国
市
）

佐
伯
　
満
子
（
須
崎
市
）

吉
川
　
夏
恵
（
本
山
町
）

小
串
　
圭
子
（
香
南
市
）

藤
倉
　
幸
子
（
四
万
十
市
）

片
岡
　
芳
子
（
津
野
町
）

細
松
　
末
子
（
室
戸
市
）

柳
生
か
お
り
（
香
美
市
）

川
島
八
千
恵
（
宿
毛
市
）

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

「
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
カ
レ
ー
」

を
お
送
り
し
ま
し
た
。


